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広島湾再生行動計画

第１回中間評価（案）

平成２３年６月２日
広島湾再生推進会議

資料－１

H18.  3 広島湾再生推進会議の設置

広島湾再生行動計画の背景・目的

平成19年3月に広島湾の環境保全・修復を推進するため、関係省庁及び関係
地方公共団体等が協力し、陸域と海域が連携して総合的な広島湾の再生を行
うための「広島湾再生行動計画」を策定し、これを推進。

・行動計画期間は１０年間（平成２８年度）
・多様な主体の連携・協力のもと、平成１９年度より目標達成に向けた取り組みを実施。

H12.12 瀬戸内海環境保全基本計画の改定
・保全型施策に加え、失われた良好な環境を回復させる施策の展開

H14.12 自然再生推進法
・自然再生についての基本理念等を定める

H15.  3 国土交通省環境政策の基本的方向

H16.  6 「国土交通省環境行動計画」策定
◆「全国海の再生プロジェクト」を推進
・閉鎖性海域の水質を改善するための行動計画の策定、推進を位置付け
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広島湾再生行動計画の目標

目標２：人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。

３つの個別目標

目標１：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

目標３：宮島などの魅力ある自然景観、歴史・文化を活かし、美しい広島湾を保全する。

森・川・海の健やかな繋がりを活かし、恵み豊かで美しく
親しみやすい「広島湾」を保全・再生し、次世代へ継承する。

行動計画のフォローアップ
行動計画期間（H19年度～H28年度）

広
島
湾
再
生
行
動
計
画
の
策
定

H19.3

行
動
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施

中
間
評
価
（第
１
回
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
状
況
把
握

や
各
種
施
策
の
進
捗
の
結
果
よ
り
、

現
時
点
で
の
評
価
を
実
施

行
動
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施

中
間
評
価
（第
２
回
）

行
動
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施

行
動
計
画
の
最
終
評
価

H19～
22年度 H22年度

H23～
25年度 H28年度

H26～
28年度H25年度

広島湾の課題

・赤潮によるかき養殖等への漁業被害や、アオサによる悪臭の発生。
・夏季に海水中で貧酸素水塊が発生し、生物の生息環境へ悪影響を及ぼしている。
・過去の沿岸域の開発等により、干潟や藻場が大幅に減少している。
・海との触れ合いを目的とした親水空間が減少している。
・海面浮遊ごみや海岸漂着ごみ等により、沿岸部の景観等が損なわれている。

写真提供：（独）水産総合研究センター
瀬戸内海区水産研究所
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ヘテロカプサ赤潮の発生状況

出典) 第２回、第４回自然環境保全基礎調査：環境省、瀬戸内海干潟実態調査報告書：環境省
注）平成22年度の干潟・藻場面積は上記出典による現存面積と現在の広島湾の沿岸地形を重ね合わせて推定。

北部海域では約
５０％が減少。

北部海域では約
９４％が減少。

漂着ごみの状況厳島神社周辺でのアオサ発生状況

＜干潟＞ ＜藻場＞

干潟・藻場面積の推移

広島湾の流域と海域



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成のための施策の概要

目標２：人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。

目標１：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

目標３：宮島などの魅力ある自然景観、歴史・文化を活かし、美しい広島湾を保全する。

◆水環境の再生（汚水処理対策、森林保全、底質の改善等）
◆生物生息・生産の場の保全・再生（浅場の保全・再生、生物生息に配慮した護岸整備等）

◆魅力ある親水空間の創出（緑地・野鳥園の整備、海洋性レクリエーション拠点の整備等）
◆親水空間の利活用の活性化（環境学習、地域住民・ＮＰＯによる活動の推進・支援等）

◆自然景観、歴史・文化的資源の保全
◆ごみの回収・処理の推進（清掃船等によるごみ回収、市民連携による清掃美化活動の
推進等）

広島湾再生行動計画のとりまとめ

Ｈ１８．３．２３ 広島湾再生推進会議の設置、広島湾再生推進会議の開催（第１回）

広島湾再生推進会議の開催（第２回）・・・広島湾再生行動計画の策定

平成17年度

平成18年度

パブリックコメントの実施

広島湾再生シンポジウム(H18.12.7)

広島湾再生推進会議の開催（第３回）・・・行動計画のフォローアップ

行動計画に基づく取り組みの開始

広島湾再生ロゴマークの募集・決定

広島湾再生シンポジウム(H20.2.27)平成19年度

広島湾再生推進会議の開催（第４回）・・・行動計画のフォローアップ、数値目標の設定

行動計画に基づく取り組みの実施

数値目標（底層ＤＯ、透明度）の設定

広島湾再生ロゴマークを利用した各種イベント
などでのＰＲ活動の開始

平成20年度

平成21年度

広島湾再生推進会議の開催（第５回）・・・行動計画のフォローアップ、水質シミュレーションモデルの構築

行動計画に基づく取り組みの実施

広島湾水質一斉調査の開始 第４回海の再生全国会議(H22.1.13)

水質シミュレーションモデルの構築

平成22年度

広島湾再生推進会議の開催（第６回）・・・行動計画の中間評価（第１回）

行動計画に基づく取り組みの実施

海田湾における底質改善実験の実施 中間評価の実施・とりまとめ

シミュレーションモデルによる水質予測計算

中間評価の試行

これまでの経緯
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目  標 指  標【目 安】 
行動

指標 

状態

指標 備  考 

森
・
川
・
海
の
健
や
か
な
繋
が
り
を
活
か
し
、
豊
か
な
広
島
湾
を 

保
全
・再
生
す
る 

(1) 水環境の

再生 
汚水処理人口普及率 【約７％向上】 ○  注１） 

合流式下水道の改善 【８地区改善】 ○   

下水道高度処理人口普及率 【約 13％向上】 ○   

底質の改善 【海田湾（アピールエリア）】 ○  パイロット事業の実施 

森林の保全・整備状況  ○ 
手入れの不十分な森林に対する 
間伐等の実施状況を監視 

赤潮の発生状況  ○ 
赤潮発生件数、面積、被害状況 
などを監視 

底層ＤＯ  ○ 貧酸素水塊の発生状況を監視 

形態別の栄養塩類  ○ 
広島湾内の物質循環を把握する
ために必要な無機態、有機態の
栄養塩類の状況を監視 

かき収穫量  ○ 
広島湾の水質に関わりがあると 
考えられるかき養殖の状況を監視 

(2)生物生息・

生産の場の

保全・再生 

干潟・藻場等の浅場の保全・再生面積 
【約 90ha 保全・再生】 

○   

生物の生息に配慮した環境配慮型構造物の延長 
【1,200m】 

○   

浅場等に生息する生物の種類数、個体数  ○  

人と海との繋がりを
取り戻し、親しみや
すい広島湾を再生
する。 

野鳥園・緑地の整備箇所数 【３箇所】 ○   

海洋性レクリエーション拠点の整備 【１箇所】 ○   

新たに水辺に触れ合うことが出来る海岸線延長【1,200m】 ○   

地域住民との協働による護岸整備 
【海田湾（アピールエリア）】 

○   

眺望点の整備、修復箇所数 【２箇所】 ○   

環境教育・普及啓発活動 【現状以上】 ○   

透明度  ○ 
水辺の親水利用のために、快適 
な水環境が確保されているかど
うかを透明度により監視 

代表的な親水施設の利用状況  ○ 
広島湾流域の住民による親水施
設の利用状況を、無作為抽出ア
ンケート等により監視 

広島湾の保全・再生に関するシンポジウム、フォーラム等
への参加人数 

 ○  

市民連携による清掃活動等の参加人数  ○  

森林ボランティア等の参加状況  ○ 
森・川・海の連携による取り組 
み（森林保全）の状況を、参加 
人数等により監視 

海洋レジャー客数の延べ人数  ○ 
海水浴、潮干狩り、釣り（船釣 
り、磯・浜釣り）等の利用客数 
を統計資料により監視 

広島湾の環境保全・再生に関する住民等の意識  ○ 
広島湾の環境保全・再生に関する
住民等の意識の変化を無作為抽
出アンケート等により監視 

広島湾及びその流域の環境情報に関するホームページ
へのアクセス数 

 ○  

宮島などの魅力あ
る自然景観、歴史・
文化を活かし、美し
い広島湾を保全す
る。 
  

住民参加による、自然景観、歴史・文化的資源の保全に
関する取り組みの実施 【現状以上】 

○   

自然景観、歴史・文化的資源の保全状況  ○ 

宮島等の代表的な自然景観、歴 
史・文化的資源について、定期的
に写真撮影する等により、景観の
変化を監視 

観光地（自然景観、歴史・文化的資源）への年間入込客数  ○ 
観光地毎の入込客数（発地別、目的

別）等を統計資料により監視 

 

目標達成状況を評価する指標の設定

行動指標・・・施策の進捗状況を評価
状態指標・・・施策による広島湾の保全・再生状況を評価

目標達成状況を評価するための指標の一覧 
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＜評価項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１：
森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな

広島湾を保全・再生する。
（水環境の再生）

中間評価の結果

行動指標　【目標値】

汚水処理人口普及率　【約７％向上】

合流式下水道の改善　【８地区改善】

下水道高度処理人口普及率　【約１３％向上】

底質の改善　※海田湾（アピールエリア）　【パイロット事業の実施】

状態指標

赤潮の発生状況

底層ＤＯ　【数値目標：底層ＤＯ = 2mg/L以上】

形態別の栄養塩類

かき収穫量

森林の保全・整備状況
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・１地区（呉市新宮処理区）整備完了（Ｈ２０）
・７地区で事業実施中（設計着手含む）

【行動指標】合流式下水道の改善（目標値：８地区改善）

→下水処理場への送水能力を向上する
ための幹線遮集管の整備や雨水滞水
池の整備を実施。

雨水滞水池（千田地区）の増設（広島市）

＜施策の実施例＞

合流式下水道改善計画の一覧

○

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

千田地区
雨水滞水池、遮集管（鶴見・白
島）の建設

江波地区
雨水滞水池の建設、スクリーン目
幅の縮小

宇品地区 雨水滞水池の建設

旭・翠地区 雨水滞水池の建設

大州地区 雨水滞水池、遮集幹線の建設

呉市 新宮処理区
雨天時下水活性汚泥処理法の採
用

大竹市
（和木町）

大竹処理区 雨水滞水池の建設

岩国市 一文字処理区 高速ろ過の導入

自治体名 地区名 対策内容
計画年次

広島市

・・・事業実施中 ・・・事業完了

・下水道処理人口普及率（農業集落排水等を除く）は、平成２１年度末時点で約2.8％向上。
・下水道以外の対策（農業集落排水施設整備、浄化槽整備促進等）も継続して実施中。

77.9

78.8
79.4

80.1
80.7

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

流
域
内
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

基準値：77.9％
(H17年度末）

目安：85.0％
(約７％向上）

行動計画期間

下水道処理人口普及率の推移
（広島湾流域）

行動計画に沿って、下水道整備が
進んでいる。

【行動指標】汚水処理人口普及率（目標値：約７％向上）

約2.8％向上

＜施策の実施例＞

西部水資源再生センター
（広島市：増設中）

○

基準値：77.9％
(H17年度末)

目標値：85.0％
(約7％向上)
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5.8

14.8 15.2 15.3

14.4

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

流
域
内
下
水
道
高
度
処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

流域内下水道高度処理人口普及率の推移

基準値：5.8％

(H17年度末）

目安：18.7％
(約13％向上）

行動計画期間

・下水道高度処理人口普及率は、平成２１年度末時点で約9.5％向上。

下水道高度処理人口普及率の推移
（広島湾流域）

行動計画に沿って、下水道の高度
処理化が進んでいる。

【行動指標】下水道高度処理人口普及率（目標値：約13％向上）

約9.5％向上

＜施策の実施例＞

太田川流域下水道東部浄化センターに
おける高度処理の導入推進（広島県）

・・・行動計画策定前供用開始
(H18年度以前）
・・・行動計画策定後供用開始

(H19年度以降）

○

基準値：5.8％
(H17年度末)

目標値：18.7％
(約13％向上)
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【行動指標】底質の改善（目標値：海田湾におけるパイロット事業の実施） ◎

0

200

400

600

800

1000

（
個
体
/ｍ

2
）

底質改善実施前

（平成20年9月）

底質改善実施後

（平成22年8月）

380

944

瀬野川河口部の泥干潟にカキ殻を散布する底質改善実
験を広島大学、行政、ＮＰＯ、ボランティア等が協働で実施。

石炭灰造粒物を用いた底質改善技術（浸透柱）を開発
し、太田川で試験施工を実施。

・海田湾において、底質改善パイロット事業を実施中。
・このほかにも、ヘドロが堆積した広島湾奥部において、行政、大学など多様な主
体により、産業系リサイクル材料を用いた、効率的かつ効果的な底質改善のため
の実験を推進し、その効果をモニタリング調査中。

【従来の砂による覆砂】
砂の供給不足、ヘドロへの砂のめり込
み等が問題。
【新技術の活用】
最近、リンや硫化水素の吸着効果があ
り、施工性も良い産業系リサイクル材
料による底質改善が注目されている。

施工状況（石炭灰造粒物の投入）

施工後の海底の状況

①海田湾における石炭灰造粒物を用いた底質改善実験（H22～）
（中国地方整備局）※現在モニタリング調査中

底質改善実験場所

ナマコ

底質改善実験の実施場所

①海田湾における石炭

灰造粒物を用いた底質
改善実験

②太田川の底質改善実験

③カ キ殻を用いた
底質改善実験

太田川

実験前後の底生生物個体数

②太田川の底質改善実験（H20～）
（中国地方整備局、広島大学、中国電力）

※現在モニタリング調査中

石炭灰造粒物に
よる浸透柱

施工前

施工後

施工後の状況（空鞘橋下流）

③カキ殻を用いた底質改善実験（H21～H22）
（広島大学）

カキ殻の散布

人力による
カキ殻の攪拌

水質改善と生物生息の改善のため、
水質改善の取り組みが必要

石炭灰造粒物
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・数値目標（夏季底層ＤＯが2mg/Lを下回らないこと）を満足している地点は、平成２０年が
１３/２５地点（５２％）、平成２１年が１４/２５地点（５６％）、平成２２年が２５/２５地点
（１００％）。
※底層ＤＯのモニタリング時期・・・毎月1回(第六管区海上保安本部、広島県）、年4回（国土交通省）

平成２０年 平成２２年

数値目標のとの比較（底層ＤＯ）

出典）浅海定線調査（広島県）、環境保全調査（第六管区海上保安本部）、瀬戸内海総合水質調査（国土交通省）

目標値：
2mg/L以上

平成２１年

目標値：
2mg/L以上

目標値：
2mg/L以上

夏季底層ＤＯの最低値が５mg/Lを上回る地点数：
０/２５地点（平成２０年）、０/２５地点（平成２１年）、２/２５地点（平成２２年）

【参 考】

※各年の観測値は、毎年の気象状況による影響があるので、今後も継続的にモニタリングする必要がある。

【状態指標】 底層ＤＯ ※数値目標を設定

13/25地点 14/25地点 25/25地点

1 1 1

2

1 1

3

10

12

7

10

6

9

5

6

2

4
3
2
1
2
1

0

1

2

3

0

5

10

15

漁
業
被
害
件
数

赤
潮
発
生
延
べ
件
数
（
件
/
年
） 漁業被害件数 赤潮発生件数

行動計画期間

H7   8    9   10 11  12  13   14  15  16   17  18  19   20  21  22 

0 0 0

・赤潮発生件数：3件（H18年度）→1件（H22年度） ※1～2件減少
・行動計画策定後、赤潮による漁業被害は発生していない。

赤潮発生件数、漁業被害件数の推移（北部海域）

出典：広島県の赤潮（広島県）

← 平成7年～10年頃にかけて、ヘテロカプサ赤潮による漁業被害が多発

写真提供：
（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所

「瀬戸内海の赤潮（水産庁瀬戸内海漁業調整事務所）」、「広島県の赤潮（広島県）」によると、近年は赤潮の発生
が少ないことや、赤潮警報の発令などの効果により、かき養殖への被害は確認されていない。

【状態指標】 赤潮の発生状況
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北部海域の水質モニタリング地点

出典：浅海定線調査（広島県）、瀬戸内海総合水質調査（国交省）

【状態指標】 形態別の栄養塩類

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 
浅海定線調査（広島県）
瀬戸内海総合水質調査（国交省）

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22
0.000 

0.005 

0.010 

0.015 

0.020 

0.025 

0.030 浅海定線調査（広島県）
瀬戸内海総合水質調査（国交省）

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 浅海定線調査（広島県）
瀬戸内海総合水質調査（国交省）

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22
0.000 

0.005 

0.010 

0.015 

0.020 

0.025 

0.030 浅海定線調査（広島県）
瀬戸内海総合水質調査（国交省）

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

表層DIN（溶存態無機窒素） 表層DIP（溶存態無機リン）

下層DIN（溶存態無機窒素） 下層DIP（溶存態無機リン）行動計画期間 行動計画期間

行動計画期間 行動計画期間

栄養塩類（ＤＩＮ、ＤＩＰ）の経年変化（全地点・年間平均値）

・下層DIPを除き、海水中の栄養塩濃度はほぼ横這いで推移。
・瀬戸内海総合水質調査（国交省）の下層ＤＩＰが近年増加傾向
→ただし、赤潮発生件数の増加などは見られないことから、
今後も引き続きモニタリングが必要。

調査地点

【状態指標】 かきの収穫量

【状態指標】 森林の保全・整備状況

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
（単位：ｔ）

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

広島湾内のかき収穫量（むき身）の推移
出典）広島農林水産統計年報

・かき収穫量：
18,203トン(H18年度）
→19,190トン（H20年度）
※987トン増加

・森林の保全・整備面積：
約5.4千ha（H19年度）
→約4.7千ha（H21年度）
※約0.7千ha減少

行動計画期間

5.4 
5.0 4.7 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

H19 H20 H21

森
林
の
保
全
・
整
備
面
積

（
千

ha
）

年度

森林の保全・整備面積（広島湾流域内）

行動計画期間
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トピック① ～広島湾水質一斉調査～

・これまで個別の時期に実施していた水質調査を、平成21年より各機関が連携して、１年
で最も水質が悪化する夏季に調査時期を統一し、水質一斉調査を開始。
・これにより、各機関の情報共有が図られ効率的な調査とデータの蓄積につながっている。

調査の実施状況

水質一斉調査地点図
（８７地点）

※一斉調査実施前は、７８地点で実施

調査実施機関

 
海田 

宇品 
太田川 

廿日市 

岩国 

厳島 
呉 

江田島 

海田 
宇品 

太田川 

廿日市 

岩国 

厳島 
呉 

江田島 

（底層DO） （透明度）
水質一斉調査結果（平成２２年９月）

・関係機関が同一時期に調査を行うことで、下図のように広域的な
水質の状況を把握できるようになった。
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行動指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※◎･･･現時点で目安を達成、 ○･･･着実に施策が進捗している、 △･･･目安の達成に向けてさらなる実施が必要 

状態指標  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ･･･状態が改善傾向、   ･･･状態が概ね維持されている、   ･･･状態の改善が必要 

○下水道整備・底質改善パイロット事業は計画どおり進んでいる。 

 

○広島湾の水質状況は、赤潮、底層 DO ともに減少傾向であり、全体としては良好な方向に推移している。 

 

○広島湾の大きな特徴の一つであるかき養殖は、近年赤潮等による漁業被害を受けることもなく、収穫量も増加

傾向にある。 

 

（課 題） 

○水環境は気象状況等に大きく影響を受けることから、この期間で状況を判断するのではなく、長期的なモニタ

リングが必要である。 

 

○広島湾の栄養塩類の源になる森林の保全・整備については、近年減少傾向になっている。 

＜評価結果一覧表＞ 

汚水処理人口普及率 約７％向上 ７７．９％
（H17）

８０．７％
（H21）

約２．８％向上

○

合流式下水道の改善 ８地区改善 ２地区改善実
施中

１地区整備完了、７地区で事
業実施中（設計着手含む）

１箇所整備完了
７箇所事業実施中 ○

下水道高度処理人口普
及率

約１３％向上 ５．８％
（H17）

１５．３％
（H21）

約９．５％向上

○

底質の改善
※海田湾（アピールエリ
ア）

パイロット事
業の実施

― H22年度に試験施工を完了
（現在、モニタリング実施中）

パイロット事業完了
（目安達成） ◎

現時点での評価
（目安達成状況）

平成22年末時点行動指標 【目安】
計画策定時
(平成19年3
月末時点)

赤潮の発生状況 3件（H18） ※漁業被害0件 2件（H19）　※漁業被害0件
1件（H20）　　〃
2件（H21）　　〃
1件（H22）　　〃

・1～2件減少（行動
計画策定後、漁業被
害の発生無し）

底層ＤＯ
（数値目標：底層
DO=2mg/L）

13/25地点（H20） 14/25地点（H21）
25/25地点（H22）

・H22は数値目標を
全ての地点で満足。
（ただし、毎年の気象
状況による影響があ
る）

形態別の栄養塩類 表層DIN：0.045～0.169mg/L
表層DIP：0.006～0.017mg/L
底層DIN：0.072～0.112mg/L
底層DIP：0.010～0.026mg/L
（H18）

表層DIN：0.015～0.053mg/L
表層DIP：0.008～0.009mg/L
底層DIN：0.061～0.097mg/L
底層DIP：0.024～0.032mg/L
（H21）

・下層DIPを除き、海
水中の栄養塩濃度は
ほぼ横這いで推移。

かき収穫量 18,203トン（H18） 16,169トン（H19）
19,190トン（H20）

・987トン増加。

森林の保全・整備
状況

約5.4千ha整備（H19） 約5.0千ha（H20)
約4.7千ha（H21）

・約0.7千ha減少。

現時点での評価
計画策定時

（平成19年3月末時点）
平成22年度末時点状態指標
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＜評価項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１：
森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな

広島湾を保全・再生する。
（生物生息・生産の場の保全・再生）

中間評価の結果

行動指標　【目標値】

干潟・藻場等の浅場の保全・再生面積　【約９０ha保全・再生】

生物の生息に配慮した環境配慮型構造物の延長　【１，２００ｍ】

状態指標

浅場等に生息する生物の種類数、個体数
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行動計画策定後、新たに整備した浅場面積（累計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.3 67.1 67.1 68.6 70.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

浅
場
の
再
生
面
積
（
累
計
；
h
a
）

行動計画期間 

目標値：約 90ha 
H18 までに整備済： 
63.3ha 

新たに 6.9ha 整備 

・新たに6.9haの浅場を整備。
・行動計画策定（H18）までに整備済の浅場とあわせ、70.2haの浅場の整備完了。

広島港五日市地区人工干潟
の整備（広島県）

【行動指標】干潟・藻場等の浅場の保全・再生面積
（目標値：約90ha保全・再生）

△

平成23年2月撮影

吉島

太
田
川
（
放
水
路
）

天
満
川

旧
太
田
川

元
安
川

京
橋
川

中央西地区

・広島港吉島地区において、生物配慮護岸の整備（２００ｍ）に着手（Ｈ２２～）。

環境生物調査（幼稚仔魚調査状況）

環境生物調査（潮間帯生物調査状況）

環境生物調査（定量採取）

水域環境調査

広島港海岸における高潮対策護岸整備にあわせた生物配慮型護岸の整備
（中国地方整備局）

【行動指標】生物の生息に配慮した環境配慮型構造物の
延長（目標値：1,200m）

水質や生物生息状況の事前調査の実施

大突堤

小突堤

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ

生物共生型堤防のイメ－ジ図

○

砂

石積

干潟の生物

岩礁帯の生物

突堤盛砂

鋼矢板
（海側）

鋼矢板
（陸側）

陸側 海側

排水構
造物工

舗装工
嵩上げ

H.W.L  +3.76m

M.S.L  +2.00m

C.D.L  ±0.00m

標準断面図
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156

1014

430
206 279 254

497

2120

1761

854

14 
16 16 

23 

19 

15 

23 

17 
20 

29 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

種類個体数

年度

個体数
種類数

（0.25×0.25m当り）

・新たに造成した広島港五日市地区人工干潟における底生生物の種類数・個体数
種類数：15種類（H18年度）→29種類（H22年度） ※14種類増加
個体数：254個体（H18年度）→854個体（H22年度） ※600個体増加

広島港五日市地区人工干潟における底生生物の個体数・種類数の経年変化
（年間平均、Ⅱ期工事造成地点）

行動計画期間

【状態指標】浅場等に生息する生物の種類数・個体数

広島港五日市地区人工干潟
（広島県）
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トピック② ～広島港五日市地区人工干潟の整備～

・広島港五日市地区人工干潟の整備によって、底生生物の増加に加えて、鳥類の飛来数
が増加（種類数も１５～２０種類程度で安定）。
・クロツラヘラサギなどの貴重な鳥類の飛来や、貴重な干潟生物の生息がみられる。
・干潟Ⅱ期造成工事完了後（平成22年度～）は、日本野鳥の会、市民と広島県の連携によ
り、干潟周辺での探鳥会や干潟の清掃活動、出前講座などを開催。

0

10

20

30

40

0

500

1,000

1,500

2,000

春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬 春 秋 冬

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

その他 シギ・チドリ類

ガン・カモ類 種類数

飛来数〔羽〕

〔年度〕

種類数〔種〕

Ⅱ期造成工事実施

広島港五日市地区人工干潟における
鳥類の飛来数の推移

探鳥会（干潟に飛来する野鳥の観察） 人工干潟の清掃活動

ガン・カモ類

シギ・チドリ類

・ガン・カモ類を中心に、鳥類の飛来数が増加傾向。
・種類数も１５～２０種類程度で安定。

人工干潟に飛来する鳥類の例

トウネン オバシギ

ヒドリガモ コガモ

人工干潟の整備による鳥類の飛来数の増加

貴重な生物の確認

整備後の人工干潟を活用した、市民連携による取り組み

貴重な鳥類の飛来

クロツラヘラサギ

貴重な干潟生物の生息

スナガニ

ハクセンシオマネキ クチバガイ

環境省レッドデータブック
（絶滅危惧Ⅱ類）

レッドデータブックひろしま
（準絶滅危惧）

環境省レッドデータブック
（絶滅危惧IA類）

世界的にも貴重な渡り鳥
（世界で約2,000羽のみ生息）

人工干潟の清掃探鳥会の開催（日本野鳥の会広島支部主催、企業、広島県が協力）

・広島県、企業の協力を得て、市民を対象とした人工干潟の清掃活動と探鳥会を定期的に開催。

環境省レッドデータブック
（準絶滅危惧）

・過去に干潟の消滅、赤潮等の水質汚濁で激減したが、人工干潟の整
備により、再びこれらの貴重な生物が生息するようになった。
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行動指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

※◎･･･現時点で目安を達成、 ○･･･着実に施策が進捗している、 △･･･目安の達成に向けてさらなる実施が必要 

 

状態指標  

 

 

 

 

 

 

  ･･･状態が改善傾向、   ･･･状態が概ね維持されている、   ･･･状態の改善が必要 

 

○生物配慮型護岸の整備については計画どおり進んでいる。 

 

○人工干潟における生物の種類・個体数ともに大幅に増加しており、良好な状態に向かっている。 

 

○特に、貴重な種類の鳥や干潟生物等が確認されるなど、満足できる成果がみられた。 

 

（課 題） 

○干潟・藻場の整備状況は、目標面積に若干達していない。 

＜評価結果一覧表＞ 

干潟・藻場等の浅場の
保全・再生面積

約９０ｈａ保
全・再生

整備完了面積
63.3ha

整備完了面積70.2ha 新たに6.9haの浅場を
整備

△

生物の生息に配慮した
環境配慮型構造物の延
長

１，２００m ― H22年度より広島港吉島地
区の整備（200m）に着手。

広島港吉島地区の整
備（200m）に着手。

○

行動指標 【目安】
計画策定時
(平成19年3
月末時点)

平成22年末時点
現時点での評価
（目安達成状況）

浅場等に生息する
生物の種類数・個
体数

広島港五日市地区人工干
潟：
　種類数：15種類（H18）
　個体数：254個体（H18）

　
  種類数：29種類（H22）
　個体数：854個体（H22）

・種類数：14種類増
加。
・個体数：600個体増
加。

状態指標
計画策定時

（平成19年3月末時点）
平成22年度末時点 現時点での評価
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＜評価項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標２：
人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を

再生する。

中間評価の結果

行動指標　【目標値】

野鳥園・緑地の整備箇所数　【３箇所】

海洋性レクリエーション拠点の整備　【１箇所】

新たに水辺に触れ合うことが出来る海岸線延長　【１，２００ｍ】

地域住民との協働による護岸整備　※海田湾（アピールエリア）【海田湾での護岸整備の実施】

眺望点の整備、修復箇所数　【２箇所】

環境教育・普及啓発活動　【現状以上】

状態指標

透明度　【数値目標①：夏季透明度１ｍ以上、数値目標②：年間平均透明度４ｍ以上】

代表的な親水施設の利用状況

広島湾の保全・再生に関するシンポジウム、フォーラム等への参加人数

市民連携による清掃活動等の参加人数

森林ボランティア等の参加状況

海洋レジャー客数の延べ人数

広島湾の保全・再生に関する住民等の意識

広島湾及びその流域の環境情報に関するホームページへのアクセス数
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・緑地１箇所（大竹港東栄地区）整備完了（Ｈ２２）

【行動指標】野鳥園・緑地の整備箇所数（目標値：３箇所） ○

-5.5ｍ岸壁（6ﾊﾞｰｽ） -7.5ｍ岸壁 緑地-11m岸壁 -5.5m岸壁

大竹港東栄地区
緑地の整備

（駐車場、トイレ、植栽等）

・ベイサイドビーチ坂 ２期７３５ｍ整備完了（Ｈ２２）、久賀港久賀地区６２ｍ整備中。

 

整備箇所 第１期

第２期

ベイサイドビーチ坂（広島県） 親水護岸の整備（久賀港久賀地区）（山口県）

ボートパーク広島（広島港吉島地区） （広島県）

○

【行動指標】海洋性レクリエーション拠点の整備（目標値：１箇所）

・ボートパーク広島の整備・供用開始（Ｈ１９：１期） → １箇所整備完了（目安達成）

◎

利用状況（第１期供用分）

【行動指標】新たに水辺に触れ合うことが出来る海岸線延長
（目標値：1,200m）
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52
71

88
111

128

0
20
40
60
80

100
120
140

H18 H19 H20 H21 H22

実
施
回
数

年度

・環境教育・普及啓発活動の実施回数：
５２件（Ｈ１８年度） → １２８件（Ｈ２２年度） ※７６件増加

環境教育・普及啓発活動の
実施回数の推移

環境学習などのイベント・活動
の開催回数は毎年増加。

自然観察会（広島地球ウォッ
チングクラブ）（広島市）

環境学習（海洋こどもエコク
ラブ）

ＮＰＯによるかき養殖体験
学習（瀬戸内里海振興会）

環境学習副読本の作成
（ＮＰＯ、市民団体、行政が

連携）

【行動指標】環境教育・普及啓発活動（目標値：現状以上） ◎

行動計画期間

・宮島の山火事跡地の修復完了（Ｈ２１）、ボートパーク広島の整備・供用開始（Ｈ１９：１期）
→２箇所整備完了（目安達成）

宮島の山火事跡地の修復（近畿中国森林管理局広島森林管理署）

ボートパーク広島（広島港吉島地区） （広島県）

遊歩道 眺望

【行動指標】眺望点の整備、修復箇所数（目標値：２箇所） ◎
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5.6

7 .4

5.3

5.9

6.8
6 .4

5.4

4.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

33 34 9 19 33-15

年
平
均
透
明
度
（最
低
値
）
（m
）

行動計画策定前(H18年)

行動計画策定後(H22年)

目標値

2.6

1 .1
1 .2 1 .2

1 . 0

1 .5

2 .7 2 . 7

3 . 5

3 .0

1 .5

1 .1

1 .7
1 .8

1 .5

2 .8
3 .0 3 .0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

31-21 12 32-26 32-15 32-11 32-9 32-7 33-1 33-3 9

夏
季
平
均
透
明
度
（最
低
値
)（
m
）

行動計画策定前(H18年)

行動計画策定後(H22年)

目標値

・平成２２年は、数値目標①（夏季透明度の最低値が１ｍを下回らないこと）、数値目標②
（年間平均透明度４ｍ以上を維持すること）ともに、全ての地点で目標値を満足。

 

32-26

32-15

32-9

33-1

33-3

9

32-11

32-7

31-21

12

32-26

32-15

32-9

33-1

33-3

9

32-11

32-7

31-21

12

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ベイサイドビーチ

⑧ 

⑨狩留賀海浜公園 

評価対象エリア （④） （③、⑥） （①、②、⑤） （⑦） （⑨） （⑧）

透明度の数値目標①との比較 透明度の数値目標②との比較

：公共用水域水質調査地点
：環境保全調査（六管）調査地点（平成20年度以降）

評価対象エリア （①、②） （④） （③） （⑤） （⑤）

目標値：１ｍ以上

目標値：４ｍ以上

調査地点

※各年の観測値は、毎年の気象状況による影響があるので、今後も継続的にモニタリングする必要がある。

評価対象エリア

33
9

34

19

33-15

公共用水域水質調査地点
環境保全調査（六管）調査地点（平成２０年度以降）
浅海定線調査地点

藻場

①

②

③
④

⑤

【状態指標】透明度 ※数値目標を設定

H18：8/8地点
H22：10/10地点

H18：3/3地点
H22：5/5地点

調査地点

デ
ー
タ
無
し

デ
ー
タ
無
し

デ
ー
タ
無
し

デ
ー
タ
無
し

83
72 67

88

0

20

40

60

80

100

H18 H19 H20 H21

（千人） 京橋川オープンカフェ

・海水浴客は、ベイサイドビーチ坂を除くとほとんどの箇所で減少傾向である。
・商業施設・店舗（オープンカフェ）、クルーズ船などの利用客は増加傾向の場所が見られ
る。

親水施設等の利用者数

【状態指標】代表的な親水施設の利用状況

68
80

90 96

0

20

40

60

80

100

120

H18 H19 H20 H21

（千人） クルーズ船等

・京橋川オープンカフェは、平
成17年度以降段階的に営業
店舗が増えたため、最近に
なって利用客が回復。

・クルーズ船（世界遺産航路
等）は、原爆ドーム、宮島への
観光客への観光客の増加の
影響が大きいと考えられる。

38 37 

72 

47 47 44 41

34

0 

20 

40 

60 

80 

100 

H18 H19 H20 H21

（千人）
ベイサイドビーチ坂

狩留賀海浜公園（ロマンチックビーチかるが）
18

15

14 13

14

14

15
14

7

2 1 1 2
4 2

5
5 4

2

7

0.4 0.4 0.50
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

H18 H19 H20 H21

（千人）
みなとオアシスゆう

逗子ヶ浜海水浴場

長瀬ヒューマンビーチ

のうみ海の駅

長浜海水浴場

入鹿の浜海水浴場（サ

ンビーチおきみ）

ビー玉海岸海水浴場

陸奥海水浴場

海水浴場 ※管理者への聞き取りにより把握

行動計画期間 行動計画期間

行動計画期間 行動計画期間

出典：広島市観光概況（広島市） 出典：広島市ホームページ

クルーズ船（世界遺産航路：

平和記念公園～宮島）
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30.0 
31.7 

34.6 
36.0 

25

30

35

40

H19 H20 H21 H22

参加人数

（合計：千人）

（年度）

0

・市民連携による清掃美化活動への参加人数：
約30千人（H19年度）→約36千人（H22年度） ※約6千人増加

市民連携による清掃美化活動への参加人数

「クリーン太田川」清掃活動
（クリーン太田川実行委員会）

「リフレッシュ瀬戸内」清掃活動（瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会等）

市民連携による清掃美化活動への
参加人数は毎年増加。

【状態指標】市民連携による清掃活動等の参加人数

広島県ラブリバー認定団体による
清掃活動（広島県）

行動計画期間

海面清掃船「おんど２０００」による海面浮遊ごみの回収

「おんど２０００」 ごみ回収量の推移

835

1,541
1,542

1,248

843
772

1,069
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35
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年
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績
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]

年度別回収量 累計

643 620

200

399

100

70

0

200

400

600

800

H18 H19 H20 H21 H22

参加人数（人）

フォーラムその他

シンポジウム

・シンポジウム、フォーラム等への参加人数：
643人（H18年度） → 100人（H22年度） ※543人減少

【状態指標】広島湾の保全・再生に関するシンポジウム、
フォーラム等への参加人数

行動計画期間

シンポジウム、フォーラム等への参加人数の推移

広島湾再生シンポジウム：
開催日：平成２０年２月２７日（広島市内）
参加者：３００名

平成１８年度：

　広島湾再生シンポジウム
　第２回瀬戸内海環境シンポジウム

平成１９年度：

　広島湾再生シンポジウム

　第３回瀬戸内海環境シンポジウム

平成２０年度：

　第４回瀬戸内海環境シンポジウム
　水環境ビジネスシンポジウム

　ひろしまの”川ガキ海っこ”育て隊

平成２１年度　

　海の再生全国会議

　第５回瀬戸内海環境シンポジウム

　江田島湾再生ジョイントシンポジウム

平成２２年度　
　海の再生ニュービジネスシンポジウム

（これまで開催された主なシンポジウム等）
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・森林ボランティアの参加人数：
約3.8千人（H19年度） → 約11.4千人（H22年度） ※約7.6千人増加

森林ボランティア活動
への参加人数

【状態指標】森林ボランティア等の参加状況

行動計画期間

「ひろしまの森づくり県民税」を活用した市民団体による森林整備、
森林環境教育への支援状況（Ｈ２２年度） （広島市など）

3.8 

7.7 

11.4 11.4 
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（千人）

年度

984 991 987 937

0

200

400

600

800

1000

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

（千人）

年度

【状態指標】海洋レジャー客数の延べ人数

・海洋レジャー客数の延べ人数：
約984千人（H18年度） → 約937千人（H21年度） ※約47千人減少

5 5 2 3

239 239
218 216

32 34 32
32

284 290
307 298

36 44
51 45

90 86
111 87

162 158

124 121136 135

142 135
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Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

（千人）

年度

広島市

呉市

大竹市

廿日市市

江田島市

坂町

岩国市

周防大島町

行動計画期間

広島湾内の海洋レジャー客数（海水浴、釣り、潮干狩り）の推移

行動計画期間

（１）広島湾全体 （２）市町別

海水浴場が無く、海辺の親水空間の少ない広島市
などの都市部では、海洋レジャー客数が少ない。

出典：広島県観光客数の動向（広島県）、山口県観光客動態調査（山口県）
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各種役立ち情報や取り組み紹介を充実させた広島湾再生プロジェクト
ホームページの作成

・コンテンツを４つのボタ
ンに集約
→知りたい情報（行政、
ＮＰＯの取り組み、イベ
ント情報、観光スポットな
ど）をすぐに見られるよう
にした。

トップページ

主なコンテンツの紹介

イベント情報や広島湾の観光情報
マップの提供

ＮＰＯと行政による意見交換会

・ホームページのデザイン、コンテンツは、意見交換会を開催し、
ＮＰＯと協働で検討。

NPOの広報誌を毎月紹介
広島湾再生プロジェクトの施策
情報をビジュアルマップで提供

広島湾で活動しているＮＰＯ等
によるコラムの連載

・ホームページへのアクセス数：
約264千アクセス（H18年度） → 約299千アクセス（H22年度） ※約35千アクセス増加

【状態指標】広島湾及びその流域の環境情報に関する
ホームページへのアクセス数

0

50

100
150

200

250
300

350

400

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

ア
ク
セ
ス
数
(千
回
）

広島湾再生プロジェクトＨＰ

やまぐちの環境（山口県）

ecoひろしま（広島県）

瀬戸内海環境情報センター（中国地方整備

局）
中国地方整備局太田川河川事務所ＨＰ

第六管区海上保安本部ＨＰ

264 247

359

252

299

年度

行動計画期間

広島湾及びその流域の環境情報に関するホームページのアクセス数の推移
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トピック③ ～広島湾について学ぶことができる環境学習
副読本の作成～

・広島湾再生推進会議では、広島湾の森、川、海で活動するＮＰＯの方々との意見交換会
を定期的に行っており、そこでの意見を反映しながら、広島湾について学ぶことができる環
境学習副読本（テキスト）を作成。

・今後はこの環境学習副読本を、広島湾流域の小学校で試験的に利用するなど、様々な
場面で活用していく予定。

打合せの様子ＮＰＯ等と行政による意見交換会
（環境学習副読本の内容について）

広島市環境教育委員会との打合せ
（小学校での利用方法等について）

環境学習副読本「私たちの広島湾 森・川・海のつながり」

今後は、この環境学習副読本を、広島市内の小学校で試験的に利
用するなど、活用していく予定。

※環境学習副読本の作成にあたり、連携したＮＰＯ等：
森メイト倶楽部Hiroshima、広島環境サポーターネットワーク、
NPO法人瀬戸内里海振興会、EPOちゅうごく
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・広島湾に関する人々の関心を高め、広島湾再生への参加を促すために、様々な分野で、
市民との連携による取り組みが行われるようになった。

トピック④ ～市民連携による新たな取り組みの実施～

広島湾の魅力的なスポットや観光ルートを掲載した「広島湾マップ」の作成・配布

・広島湾の魅力的なスポットについて市民による座談会を行い、その結果をマップに反映。

・作成したマップは、宮島などの観光スポットや広島湾再生ホームページなどで広く提供中。

広島湾マップの例（NPO法人瀬戸内里海振興会）

（宮島エリア） （江田島エリア）

市民による座談会
（広島湾の魅力探し）

市民連携による新たな取り組みの例

リオdeビーチカーニバル
場所：ベイサイドビーチ坂、

主催：広島安芸商工会坂支所、住民団体

水辺のコンサート
場所：原爆ドーム対岸親水テラス、
主催：水の都ひろしま推進協議会

運営：市民団体 ”なごみプロジェクト”

雨水処理水による打ち水イベント
場所：基町クレドふれあい広場ほか８箇所
主催：広島市

太田川におけるカヌー教室
場所：太田川放水路ほか
主催：市民団体”ズッコケ探検隊”
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行動指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※◎･･･現時点で目安を達成、 ○･･･着実に施策が進捗している、 △･･･目安の達成に向けてさらなる実施が必要 

 

 

 

 

 

 

 

野鳥園・緑地の整備箇
所数

３箇所 － 緑地１箇所整備完了
（大竹港東栄地区）

１箇所整備完了

○

海洋性レクリエーション
拠点の整備

１箇所 － ボートパーク広島（１期）の整
備完了・供用開始

１箇所整備完了
（目安達成） ◎

新たに水辺に触れ合うこ
とが出来る海岸線延長

１，２００m － ベイサイドビーチ坂（２期）
７３５ｍ整備完了、

山口県久賀港６２ｍ整備中

７３５ｍ整備完了
６２ｍ整備中

○

地域住民との協働によ
る護岸整備※海田湾（ア
ピールエリア）

海田湾での
護岸整備の
実施

－ － 海田湾での護岸整備
に向けた設計実施予
定 △

眺望点の整備、修復箇
所数

２箇所 ― ２箇所整備完了
（ボートパーク広島、宮島山

火事跡地）

２箇所整備完了（目安
達成） ◎

環境教育・普及啓発活
動

現状以上 ５２件 １２８件 ７６件増加

◎

現時点での評価
（目安達成状況）

行動指標 【目安】
計画策定時
(平成19年3
月末時点)

平成22年末時点

○緑地、親水護岸、海洋性レクリエーション拠点などの親水空間の整備は計画どおり進められている。 

 

○環境教育・普及啓発活動は、各関係機関、NPO 団体等が着実に取り組んだため着実に増加している。 

 

○それに伴い、清掃、森林ボランティア等の参加人数も増加しており、市民の広島湾再生への関心も高まってい

る。 

 

○海水浴場の利用者は若干減少傾向にあるものの、オープンカフェ、クルーズ船の利用など新しいレジャーの利

用者は増加傾向である。 

 

（課 題） 

○海洋レジャー数が横ばいであることから、新たな親水拠点の整備等により、さらなる利用者の増加を図ることが

必要である。 

 

○広島湾の再生に関するシンポジウム、フォーラムの参加者は近年減少している。 

＜評価結果一覧表＞ 
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状態指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ･･･状態が改善傾向、   ･･･状態が概ね維持されている、   ･･･状態の改善が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透明度
（数値目標①：夏季
透明度1m以上）
（数値目標②：年間
平均透明度4m以
上）

数値目標①：
　8/8地点（H18）
数値目標②：
　3/3地点（H18）

数値目標①：
　10/10地点（～H22）
数値目標②：
　5/5地点（～H22）

・H18年度以降、全て
の地点で数値目標
①、②を満足。

代表的な親水施設
の利用状況

海水浴：
　約2～47千人（H18）
商業施設・店舗：
　約25～58千人（H18）
クルーズ船等：
　約11～34千人（H18）

海水浴：
　約0.5～47千人（H21）
商業施設・店舗：
　約37～51千人（H21）
クルーズ船等：
　約11～56千人（H21）

・海水浴客は減少傾
向の場所が多いが、
商業施設・店舗、ク
ルーズ船等の利用客
は増加傾向の場所が
見られる。

広島湾の保全・再
生に関するシンポジ
ウム、フォーラム等
への参加人数

643人（H18） 620人（H19）
270人（H20）
399人（H21）
100人（H22）

・543人減少。

市民連携による清
掃活動等の参加人
数

約30千人（H19） 約31.7千人（H20）
約34.6千人（H21）
約36千人（H22）

・約6千人増加。

森林ボランティア等
の参加状況

約3.8千人（H19） 約7.7千人（H20）
約11.4千人（H21）
約11.4千人（H22）

・約7.6千人増加。

海洋レジャー客数
の延べ人数

約984千人(H18） 約991千人(H19）
約987千人（H20）
約937千人（H21）

・約47千人減少。

広島湾及びその流
域の環境情報に関
するホームページ
へのアクセス数

約264千アクセス（H18） 約247千アクセス（H19）
約359千アクセス（H20）
約252千アクセス（H21）
約299千アクセス（H22）

・約35千アクセス増
加。

状態指標
計画策定時

（平成19年3月末時点）
平成22年度末時点 現時点での評価
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＜評価項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標３：
宮島などの魅力ある自然景観、歴史・文化を活かし、

美しい広島湾を保全する。

中間評価の結果

行動指標　【目標値】

住民参加による、自然景観、歴史・文化的資源の保全に関する取り組みの実施　【現状以上】

状態指標

自然景観、歴史・文化的資源の保全状況

観光地（自然景観、歴史・文化的資源）への年間入込客数
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・取り組み実施回数：
３６件（Ｈ１８年度） → ５６件（Ｈ２２年度） ※２０件増加

【行動指標】住民参加による、自然景観、歴史・文化的資源の保全
に関する取り組みの実施（目標値：現状以上）

36

26 25

49
56

0

10

20

30

40

50

60

H18 H19 H20 H21 H22

実
施
回
数

年度

住民参加による、自然景観、歴史・文化的
資源の保全に関する取り組み

の実施回数の推移

平成２０年度以降は増加傾向。

宮島地区パークボランティアによる活動

ごみ持ち帰り啓発活動 「入浜」の観測、生き物調査

ＮＰＯ等による「広島湾魅力発見ミーティング」の開催
（ＮＰＯ法人 瀬戸内里海振興会）

無人島探索 グループミーティング

◎

行動計画期間

行動計画期間

1,553 1,727 1,917 1,928

1,231 1,320
1,365 1,373

1,373 1,099 916 873

686 746 747 784

803 834 888 920

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H18 H19 H20 H21

入込客数

（千人）

その他
錦帯橋（岩国市）
呉市歴史海事科学館（大和ミュージアム）（呉市）
平和記念資料館（広島市）
厳島神社（廿日市市）

5,646 5,726 5,833 5,878

・約5,646千人（Ｈ１８年度） → 約5,878千人（Ｈ２２年度） ※約232千人増加

【状態指標】観光地（自然景観、歴史・文化的資源）
への年間入込客数

平和記念公園
広島城
縮景園

厳島神社
宝物館
千畳閣

錦帯橋
岩国城

旧海軍兵学校 呉市海事歴史科学館
（大和ミュージアム）

大島大橋
瀬戸公園

代表的な観光地（自然景観、歴史・文化的資源）
の場所

代表的な観光地（自然景観、歴史・文化的資源）
への年間入込客数の推移

平成21年度は宮島への入込客数が過去最高を記録

出典：広島県観光客数の動向（広島県）、山口県観光客動態調査（山口県）
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①

④

⑥

③

⑤

②

・広島湾の代表的な自然景観、歴史・文化的資源が存在する場所では、ＮＰＯや市民ボラ
ンティアの清掃活動により、美しい状態で維持されているところが多い。
・一部の海岸では漂着ごみ、海岸の浸食などが見られる。

【状態指標】自然景観、歴史・文化的資源の保全状況

調査地点
＜調査地点の選定理由＞

①厳島神社大鳥居付近 ④厳島南部の自然海岸（腰細浦等）

⑥廿日市市周辺の自然海岸（大野町鳴川海岸）③元宇品周辺

②原爆ドーム周辺（元安川親水護岸等）

代表的な自然景観、歴史・文化的資源の保全状況
（平成２２年９月調査実施）

⑤江田島市周辺の自然海岸

・大鳥居付近では、
神社や地域住民の
清掃活動により、美
しい景観が維持され
ている。

・大鳥居の沖合では、
アオサの分布が多
い。

・貴重な原生林、自
然海岸など豊かな
自然に恵まれた場
所である。

・行政や地域住民に
より、美しい自然海
岸としての管理が行
われている。

・地域住民、ＮＰＯ等
の清掃活動により、
美しい海岸が維持さ
れている。

・一部で高潮等の影
響による海岸浸食や
漂着ごみが見られる。

・美しい海岸が維持
されている。

・一部でカキ殻に起
因する漂着ごみが
多くなっている。

・管理者により、美し
い海岸が維持されて
いる。

・一部で流木や発泡
スチロールなどの漂
着ごみが見られる。

・行政、地域住民、Ｎ
ＰＯ等の清掃活動に
より、美しい景観が
維持されている。

＜観光地＞ ＜自然海岸＞

① 厳島神社大鳥居付近
・・・アオサによる干潟の劣化が考えられる。

④ 厳島南部の自然海岸（腰細浦等）
・・・自然海岸が多く残っているが、漂着ごみや台風等による

砂浜の劣化が考えられる。

⑥ 廿日市市周辺の自然海岸（大野町鳴川海岸）
・・・広島湾沿岸部に存在する長い自然海岸。漂着ごみ等に
よる砂浜の劣化が考えられる。

③ 元宇品周辺
・・・ほぼ全域が瀬戸内海国立公園区域であり、貴重な

原生林や自然海岸が残っているが、漂着ごみ等に
よる砂浜の劣化や原生林の劣化が考えられる。

⑤ 江田島市周辺の自然海岸
・・・自然海岸が多く残っているが、漂着ごみや台風等に

よる砂浜の劣化が考えられる。

② 原爆ドーム周辺（元安川親水護岸等）
・・・河川敷でのごみや親水テラスでのアオサの発生など
による景観等への影響が考えられる。
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トピック⑤ ～広島湾の魅力発信に関する
新たな取り組み～

広島湾ナイトクルージング（企画・開催；広島市観光振興ネットワーク会議・瀬戸内海汽船（株））

・広島の観光客の滞在時間・宿泊数の延長と広島港のにぎわいづくりを目的に、広島の海
の玄関口「広島港」で夏のドリミネーションと、広島湾沿岸のライトアップを楽しむクルージ
ングの社会実験を実施。

ひろしまオイスターロード（広島県「瀬戸内 海の道構想実証事業」）

・広島県が策定中の瀬戸内海地区の活性化策「瀬戸内 海の道構想」の実証事業として、
オイスターロード（牡蠣小屋）を実施。広島湾沿岸域では、宇品地区と呉地区に設置され、
広島産のカキを提供している。

広島湾ナイトクルージング
（広島市観光振興ネットワーク会議・瀬戸内海汽船（株））

ライトアップされた広島湾の夜景 クルーズ船「銀河」

宇品地区 呉地区

ひろしまオイスターロード（牡蠣小屋）
（広島県「瀬戸内海海の道構想実証事業」）



- 33 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動指標  

 

 

 

 

 

 

※◎･･･現時点で目安を達成、 ○･･･着実に施策が進捗している、 △･･･目安の達成に向けてさらなる実施が必要 

 

状態指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ･･･状態が改善傾向、   ･･･状態が概ね維持されている、   ･･･状態の改善が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住民参加による自然景観、歴史・文化的資源の保全に関する取り組みが増加している。 

 

○広島湾周辺の観光地の年間入込客数は増加傾向になっている。 

 

（課 題） 

○観光地では、適切に管理されているが、その他の海岸の一部では、ごみの散乱も見られる。 

＜評価結果一覧表＞ 

住民参加による、自然景
観、歴史・文化的資源の
保全に関する取り組み
の実施

現状以上 ３６件 ５６件 ２０件増加

◎

行動指標 【目安】
計画策定時
(平成19年3
月末時点)

平成22年末時点
現時点での評価
（目安達成状況）

自然景観、歴史・文
化的資源の保全状
況

－

H22年度に、広島湾内の代
表的な場所で漂着ごみや海
岸劣化状況の調査を実施。

・美しい海岸が維持さ
れている場所が多
い。
・一部の海岸では漂
着ごみや海岸浸食な
どが見られる。

観光地（自然景観、
歴史・文化的資源）
への年間入込客数

約5,646千人（H18） 約5,726千人（H19）
約5,833千人（H20）
約5,878千人（H21）

・約232千人増加。

状態指標
計画策定時

（平成19年3月末時点）
平成22年度末時点 現時点での評価
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目 標 評  価 主な行動指標 主な状態指標 

森
・川
・海
の
健
や
か
な
繋
が
り
を
活
か
し
、
豊
か
な
広
島
湾
を 

保
全
・再
生
す
る
。 

 ○広島湾の水質状況は、赤潮、底層 DO ともに減少傾向であり、全体
としては良好な方向に推移している。 
 
○広島湾の大きな特徴の一つであるかき養殖は、近年赤潮等による
漁業被害を受けることもなく、収穫量も増加傾向にある。 

 
（課 題） 
○水環境は気象状況等に大きく影響を受けることから、この期間で状
況を判断するのではなく、長期的なモニタリングが必要である。 
 
○広島湾の栄養塩類の源になる森林の保全・整備については、近年

減少傾向になっている。 

  

 ○人工干潟における生物の種類・個体数ともに大幅に増加しており、

良好な状態に向かっている。 
 
○特に、貴重な種類の鳥や干潟生物等が確認されるなど、満足でき
る成果がみられた。 
 
（課 題） 

○干潟・藻場の整備状況は、目標面積に若干達していない。 

  

人 と海との

繋がりを取り

戻し、親しみ

やすい広島

湾を再生す

る。 

○環境教育・普及啓発活動は、各関係機関、NPO 団体等が着実に取

り組んだため着実に増加している。 
 
○それに伴い、清掃、森林ボランティア等の参加人数も増加してお
り、市民の広島湾再生への関心も高まっている。 
 
○海水浴場の利用者は若干減少傾向にあるものの、オープンカフェ、

クルーズ船の利用など新しいレジャーの利用者は増加傾向である。 
 
（課 題） 
○海洋レジャー数が横ばいであることから、新たな親水拠点の整備等
により、さらなる利用者の増加を図ることが必要である。 
 

○広島湾の再生に関するシンポジウム、フォーラムの参加者は近年
減少している。 

  

宮島などの

魅力ある自

然景観、歴

史・文化を活

かし、美しい

広島湾を保

全する。 

○住民参加による自然景観、歴史・文化的資源の保全に関する取り
組みが増加している。 
 

○広島湾周辺の観光地の年間入込客数は増加傾向になっている。 
 
（課 題） 
○観光地では、適切に管理されているが、その他の海岸の一部で
は、ごみの散乱も見られる。 

  

 

 【 総  括 】 
・今回の中間評価では、水環境の再生、生物生息の保全・再生をはじめほとんどの指標で計画どおり進捗していることが確認された。 

・しかしながら、森林の保全・再生、干潟・藻場の整備等、一部の指標で若干目標に達していないことから、今後も着実に整備を進める必要がある。 
・近年、伸び悩んでいる海洋性レクリエーション客の増加を図るため、広島湾周辺の新たな親水施設等の整備を進めるとともに、広島湾再生に対して市民の関心をより高める広報の充実を図る必要がある。 

・広島湾周辺の自然景観、歴史・文化の保全に対するさらなる市民の意識の向上を図るため、市民が自主的に活動できるよう行政が支援していく必要がある。 
・本計画を推進することによって、広島湾水質一斉調査、広島湾再生ホームページでみられるように、市民、NPO、行政機関等の多様な主体が連携した取り組みが始まり、その連携により新たな成果が現れている。 
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年間入込客数の推移 
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自然海岸の状況（宮島） 

・NPOやボランティアの清掃活動により海岸が美しく維持。 

・一部で漂着ごみが見られる。 

観光地の状況（元宇品周辺） 

底生生物の種類・個体数の推移 

（広島港五日市地区人工干潟） 
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